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ｰ
I

｡

耐
欝
撰
難
榊
懲

川
ず
ん
で
、
玄
関
ら
し
い
も
の
も
な
い

“
Ｐ
ｊ
川
の
に
ち
ょ
っ
と
戸
感
っ
。

耐
熱
蕊
蕊

一
竪
凧
謡
蕊
鮮
鞭
蕊

Ⅷ
よ
わ
“
仁
っ
な
冴
体
を
、
き
ち
ん
と
し

州
た
紺
の
鰭
襟
服
に
包
ん
で
い
る
。

＃川
氏
は
鶴
田
町
の
肌
身
、
五
腱
種
出
る

、
伽
勝
蝿
棺
鯛
職
開
報
噸

や
卿
人
材
の
開
拓
に
心
魂
を
傾
け
る
こ
と
一

川
二
十
有
余
年
。
鯵
戦
当
時
は
自
ら
も
Ｌ

、
伽
数
十
人
の
兵
の
長
と
し
て
辛
酸
を
な
ゞ

▲
０
０
■
Ⅱ
８

．
，
Ⅲ
め
ら
れ
た
と
か
。

Ⅲ

・
川
ヨ
晩
の
中
に
髪
の
毛
が
真
白
に
な

雲
一

号７３第 ；
・
一
肥

．
一
細
川

“
言
Ⅲ
川

一
Ⅱ
叩

亀

（2）・皇
一一T壹裁

･樟
I、

全

3 1 國
一
と
の
工
率
は
、
同
地
区
の
水
田

,．、昭
一

q綱
二
一

Ｐ
ｂ

日

一
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三
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一
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一
三
一
三
一
三
三
三
三
一
一
三
一
三
三
三
三
一
一
三
三
一
三
二
一
一
一
三
一
一
三
三
辰

Ｉ
：
！
；
１
１
：
…
：
…
，
…
調
に
、
川
に
、
山
に
よ
く
予
供
さ
の
所
に
は
、
中
学
生
向
の
立
派
な
ス
ば
ん
向
す
べ
く
、
男
女
一
千
名
が
懸
川

Ⅲllll ら
の
悪
み
で
あ
っ
て
、
剛
年
の
春
か
ら

○
町
歩
の
関
係
騒
鴎
が
、
数
十
年
来
か

蹄ぼ
ど
予
定
通
り
完
成
す
る
尾
込
み

二
十
九
年
隈
か
ら
、
三
力

湯
排
水
ポ
ン
プ
完

工
し
た
金
木
（
浮
洲
）
地
区
の
排

ン
プ
及
祁
踏
鑑
畑
（
萩
元
、

牙
匡』･駒 ）

地
区
の
甥
排
水
ポ
ン
プ
は
、

梓
、

種
モ巳モ巳

“

』、
｝
、
｝I Ｆ

｛
Ｆ
｛
Ｆ
｛

約
四
三

恥
留
、

年
計
画

』 、
〉
箔
ｂ
‐
凶

明
年
か
ら
千
石

蕊f童巡Ｑ
旬
●
④
。
●
●
・
・
・
。
。
■
包
り
。
Ｄ
Ｃ
●
Ｕ
■
凸
。
●
・
●
・
■
・
ｐ
Ｄ
ｑ
ｏ
：
：
“
■
。
◇
ｑ
今
。
。
ｅ
■
》
一
旬
Ｔ
ｊ
０
Ｄ
虹
■
。
１
４
ｌ
Ｊ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

》
ん
と
出
掛
け
ま
す
よ
』
と
い
う
。
キ
ー
蝿
が
あ
る
の
で
す
が
、
よ
く
を
命
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
続
け
て
い
る
川

口
、

》
喜
良
市
中
学
校
長

境
勇
吉
氏
一
『
無
理
を
し
て
は
い
け
な
い
』
と
職
い
え
ば
町
か
ら
い
ま
少
し
子
騨
を
も
『
中
学
校
で
は
社
会
へ
鵬
て
行
く
子
川

⑥

恥
い
に
も
生
徒
に
も
溌
に
健
康
に
翻
意
供
の
幸
福
を
考
え
る
時
、
進
学
、
就
川

ｅ
Ｃ
ｃ
ｂ
■
■
■
■
ら
■
■
包
り
ひ
●
句
申
①
◆
凸
■
■
■
Ｄ
■
■
■
■
■
■
ｑ
ｇ
Ｐ
■
●
■
■
０
・
■
■
●
①
■
●
■
■
●

函
卯

す
る
よ
き
校
長
で
あ
る
。
が
姪
職
の
失
敗
は
ゼ
ロ
で
す
か
ら
ネ
』
川

南
郷
に
は
ず
ら
り
と
カ
ッ
プ
繋
細
す
州
、
中
篭
は
自
ず
と
そ
こ
に
量
性
が
Ⅲ

経
営
を
お
し
進
め
て
行
く
。

仙

鞠
州
輔
鮮
臓
撤
鰐
蝋
需
や
龍
わ
舳
騨
辮
継
蝿
鱸
刷

碁
伽
煙
ゞ
攝
豐
は
篝
鍵
腎
豐
Ⅷ

印
象
的
だ
ｃ
四
牛
前
に
校
舎
を
焼
い
た
時
、
沈
ん
岬

好
み
囲
碁
を
た
し
な
む
が
『
な
か
な
Ⅲ

虫
歯
一
本
も
な
く
溺
郡
ら
し
い
病
気
だ
生
徒
を
元
気
づ
け
よ
う
と
県
大
会
州
、
と
叩
而
同
か
細
か
く
て
打
ち
に
く
い
』
相
手
だ
Ⅷ

ｂ

も
な
い
と
い
う
。
へ
送
っ
た
の
が
初
め
だ
っ
た
と
い
う
叩

釣
哩
刈
謹
蕊
鰈
譲
脈

健
康
法
は
？
と
問
え
ば
、
『
ず
い
分
綜
扱
が
か
か
り
ま
す
が
辱
い

邇
鋤
不
足
を
袖
っ
た
め
に
、
せ
め
い
伝
統
は
捨
て
ら
れ
ま
せ
ん
．
何
と
Ｊ

て
歩
く
こ
と
だ
け
は
実
行
し
た
い
と
い
っ
て
も
父
兄
の
熱
意
な
く
し
て
は
“
‐
鷺
上
に
立
っ
て
布
荷
が
繊
密
愼
璽
で
あ
川

灘
か
鵺
蹄
蕊
叫
鍼
縦
稚
壗
織
塞
郁
鋤
鮮
裟
北
雛
鯏
》
程
と
チ
ョ
ッ
ビ
る
と
こ
ろ
に
、
そ
の
常
識
篭
る
の
川Ⅲ

で
Ａ
先
生
が
愚
い
削
烏
打
帽
を
す
。
』
ま
た
校
舎
の
東
側
百
辛
米
隣
の
体
操
鋤
で
は
葦
の
汚
名
を
、
（
Ｎ
）
Ⅲ

産
畦
一
二
二
三
三
三
一
二
三
一
三
三
三
三
三
二
三
二
二
三
三
三
菫
三
一
三
三
三
三
三
三
三
二
二
三
二
壜
二
一
三
一
三
三
三
二
二
二
三
二
三
三
三
一
三
三
三
三
一
罰

は
氾
濫
す
る
心
配
も
な
く
な
る
ば
か
り

で
な
な
く
、
労
力
ｍ
で
も
梗
間
の
水
引

き
作
難
も
解
油
さ
れ
る
と
と
も
に
、
千

石
以
上
の
地
収
が
見
込
ま
れ
、
関
係
調

は
大
寝
ぴ
で
あ
る
。

本
工
率
は
津
踊
前
知
部
、
花
田
町
炎
、

関
係
者
な
ど
の
熱
慈
が
実
を
結
ん
だ
も

の
で
。
金
木
士
地
改
蝿
区
（
理
班
長
木
立

亀

ン

､｛ｊ
、

這這 》
一
凡

、

、

、、
～

の
〕
増
収
鐇
霧

蝿
五
郎
）
が
率
錐
主
体
と
な
り
、
昭
和

二
十
九
年
腰
か
ら
積
塞
率
業
と
し
て
鐸

排
水
ボ
ン
プ
エ
邪
（
総
那
業
饗
四
一
、

八
九
二
千
円
）
誕
施
行
し
て
い
た
も
の

三
十
年
産
に
は
金
木
地
区
浮
洲
排
水
米

ン
プ
（
一
五
、
九
五
○
千
円
）
並
び
に

嘉
獅
地
区
駒
叡
描
水
ポ
ン
プ
（
事
業
婚

一
四
、
○
七
八
千
円
）
を
完
成
し
、
式

ら
に
三
十
一
年
産
事
業
と
し
て
嘉
瀬
加

区
に
排
水
ポ
ン
プ
工
率
（
蕊
業
喪
二

八
六
四
千
円
）
を
轡
手
し
、
近
く
完
碑

■
■
■
■
■
・
■
■
』
■
■
一
■
■
■
■
■
■
■
■
・
■
■
■
ｒ
■
■
■
■
■
ｑ
凸
』
■
■

【
凸
版
晩
明
Ⅱ
①
金
木
地
区
排
水
磯
（

五
十
馬
力
）
②
萩
元
自
動
麹
門
③
金
木

幹
線
排
水
路
④
金
木
承
水
路
⑤
嘉
麺
地

区
渇
水
礎
（
五
十
馬
力
）
⑥
嘉
顕
排
水

磯
（
’
一
千
馬
力
）
⑦
竪
搬
野
自
励
蝿
閂

③
送
水
路
⑨
蕊
認
承
水
路
⑩
嘉
瀬
幹
掘

排
水
鋸
⑪
霊
詑
野
放
水
路
⑫
三
本
柳
ｗ

ｋ
各
二

声
，
」
《
・
池
因

4

社
良

【
写
曄
脱
明
Ｉ
岬
を
つ
け
れ
ば
完
成
の

自
動
錨
門
】
、

Ｄ
Ｕ
－
Ｂ
■
■
■
■
■
ｂ
一
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
・
■
・
■
■
■
■
二
■
・
■
ｇ
■

す
る
。

花
田
町
長
の
話
Ｉ
昭
和
二
十
六
年
私
が

町
挺
に
就
化
す
る
と
洞
時
に
手
が
け

た
も
の
で
あ
る
が
、
毎
年
チ
ヨ
ッ
と

の
雨
で
も
氾
芋
幌
し
た
こ
の
地
区
が
、

全
く
心
配
が
な
く
な
っ
た
の
で
ホ
ッ

と
し
ま
し
た
。

こ
の
工
率
に
つ
い
て
は
津
勘
祁
知
噸

は
じ
め
媒
磯
地
部
及
び
腱
林
省
、
仙

台
鮭
皿
率
漉
周
な
ど
の
理
解
あ
る
ご

振
諏
、
ご
握
助
と
全
力
を
あ
げ
て
完

成
に
通
返
し
た
改
哩
区
の
役
職
且
や

母
親
ク
ラ
ブ
で
不
良
化
防
止

金
木
町
母
親
ク
ラ
ブ
で
は
、
十
二
月
六

日
午
握
六
時
半
か
ら
『
数
師
と
母
の
無

い
』
を
金
木
町
傑
青
所
で
行
う
。

南
新
町
と
と
も
に
、
駅
通
り
と
し
て
当

町
の
主
要
通
路
で
あ
る
北
新
町
通
り
は

町
泄
で
あ
る
た
め
、
剛
源
の
関
係
で
逗

年
の
問
、
雨
が
降
れ
ば
泥
道
と
化
し
、

町
民
か
ら
悪
評
を
か
つ
て
い
た
が
、
朋

春
ま
で
に
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
鋪
華
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
工
率
は
総
工
強

百
四
十
万
門
で
、
冬
期
間
に
斑
材
を
購

入
し
、
朗
毒
雲
ど
け
を
待
っ
て
秘
工
、

観
桜
会
剛
に
は
完
成
の
部
定
。

舗
装
さ
れ
る
こ
と
に
き
ま
っ
た
北
新
町

逓
路
に
つ
い
て
は
目
下
県
逓
に
編
入
し

て
も
ら
う
べ
く
地
域
変
史
の
陳
精
を
行

関
係
隆
民
の
絶
大
な
る
ご
協
力
の
恥

も
の
と
深
く
膜
謝
し
て
お
り
ま
す
。

叩
Ｉ

教
師
と
母
の
会
合

北
新
町
の
舗
装
き
ま
る

明
春
ま
で
に
完
成
予
定

一一
一 ’一

当
日
は
母
親
ク
ラ
ブ
会
い
と
薇
、
↑
中
、

小
学
校
お
よ
び
保
淘
所
の
先
生
達
が
〃

冬
の
遊
び
と
不
良
化
防
止
〃
に
つ
い
て

賭
し
合
う
ほ
か
、
憂
品
付
の
柵
引
や
金

木
饗
家
鴨
提
供
の
ス
ラ
イ
ド
を
映
写
す

る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

な
お
同
会
で
は
一
般
の
方
の
多
数
参
加

さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。

い
、
こ
の
次
に
開
か
れ
る
県
議
会
に
お

い
て
銀
決
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
お
り

工
事
に
あ
た
っ
て
は
肥
補
助
も
つ
く
と

い
う
も
の
。
一

な
お
、
北
新
町
通
り
が
県
逓
に
縮
入
さ

れ
る
か
や
り
、
上
金
木
の
叫
迩
（
金
木

魂
一
隈
協
加
ｌ
佐
勝
ダ
ン
ス
・
ス
タ
ジ

オ
ー
役
蝿
報
）
が
町
遮
に
洞
代
り
と
な

る
。

■
■
・
■
■
■
■
■
』
日
、
《
■
■
』
■
■
・
■
■
町
“
■
■
■
■
』
■
■
一
■
■
・
■
ｐ
●
■
■
Ｂ
■
■
凸
■
■
■

【
写
興
１
明
春
ま
で
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト

舗
窒
さ
れ
る
北
新
町
】
．

◇
藻
守
的
産
と
か
罫
建
性
が
塗
面
の
筌
蕃
い
う
の
は
、
こ
れ
に
も
ァ

す
ぎ
る
』
と
か
い
わ
れ
る
が
、
こ
の
軍
テ
は
ま
ら
な
い
気
が
し
ま
す
。

保
守
的
夢
隼
『
封
建
的
』
だ
と
い
う
こ
よ
か
れ
、
悪
し
か
れ
『
自
分
さ
え
よ
け

と
は
、
町
民
の
皆
級
も
こ
れ
を
鴎
め
そ
れ
ぱ
他
の
こ
と
は
知
ら
な
い
』
と
い
う

れ
を
露
め
つ
つ
も
、
こ
の
カ
ラ
か
ら
抜
一
傍
蝉
表
が
あ
ま
り
に
も
多
す
ぎ
る
の
で

け
切
れ
な
い
で
い
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

◇
県
立
中
央
函
祷
館
長
の
小
鱈
賑
交
先

生
は
凛
守
的
だ
と
い
う
こ
と
は
『

新
し
い
も
の
に
対
し
て
謡
戒
的
で
あ
る

か
ら
》
全
と
し
て
い
る
が
、
今
の
金
木

’

１
１
１

町
の
建
設
に
眞
剣
で
あ
れ
一

建
殴
繰
畏
の
賭
Ⅱ
北
新
川
通
り
の
舗
装

に
つ
い
て
は
、
相
当
剛
か
ら
蝿
に
な

っ
て
い
た
の
で
す
が
、
や
は
り
財
政

保
母
と
お
母
さ
ん
の
願
い

保
満
所
の
保
母
さ
ん
や
、
子
供
さ
ん
の

お
母
さ
ん
方
が
、
保
両
所
叩
没
五
問
年

記
念
に
プ
ラ
タ
ナ
ス
の
木
を
植
え
て
く

れ
た
が
、
一
枝
を
折
ら
な
い
で
下
さ
い

』
と
保
母
と
お
母
さ
ん
が
お
願
い
し
て

い
る
。

同
保
育
所
で
は
一
昨
年
、
芦
野
公
剛
の

周
辺
に
〃
さ
く
ら
〃
を
植
え
た
時
、
母

の
会
の
皆
さ
ん
と
麹
一
千
本
の
〃
さ
く

去
る
十
月
十
一
日
に
〃
コ
ロ
ム
ビ
ア
歌
価
楴
は
販
括
枚
鯉
の
関
係
で
一
枚
三
百

鑑
ま
つ
り
診
で
発
塞
に
な
っ
た
〃
新
金
五
十
円
で
あ
る
が
、
佐
藤
さ
ん
は
『
近

木
需
頭
〃
と
〃
金
木
小
唄
〃
の
レ
コ
ー
く
置
好
公
剛
が
卯
立
公
幽
に
括
定
さ
れ

ド
が
士
万
五
日
か
ら
佐
確
ラ
ジ
オ
商
る
と
い
う
こ
と
も
聞
い
て
い
る
し
、
狸

会
店
主
佐
藤
定
一
尺
）
で
諾
流
す
る
－

こ
と
に
な
っ
た
。

月
十
日
で
す
。

一
人
八
百
字
以
内
、
紙
上
と
く
名

は
か
ま
い
ま
せ
ん
。
蹄
切
り
は
鐸

が
許
さ
れ
ず
、
つ
い
今
ま
で
延
ば
し
本
ぱ
些
叛
わ
れ
て
い
る
。

て
い
た
の
で
す
こ
れ
が
眼
逝
で
あ
れ
俣
育
所
の
保
母
通
の
諾
Ｉ
当
地
方
で
は

ぱ
、
も
っ
と
早
く
実
現
さ
れ
て
い
た
求
め
よ
う
と
し
て
も
、
な
か
な
か
入

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

◇
『
戦
後
と
い
う
言
葉
は
Ｒ
本
に
は
通

用
し
な
く
な
っ
た
』
と
職
者
は
申
し
て

い
る
が
、
い
つ
ま
で
も
過
去
に
と
ら
わ

れ
、
過
去
の
い
い
わ
け
ば
か
り
し
て
い

て
は
、
現
秋
維
持
は
お
ろ
か
、
後
退
す

１
１

プ
ラ
タ
ナ
ス
の

樹
を
折
ら
な
い
で

で
し
ょ
う
が
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
一

こ
れ
で
町
内
の
主
要
逝
酪
は
一
応
釧
一

装
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
ひ
と
喪
心
一

で
す
。

適
路
行
政
に
は
今
後
一
層
亜
慮
を
お

く
つ
も
り
で
す
。
‐

謹
嬉
噸
レ
ュ
１
１
ド
発
売

十
二
月
吾
か
ら
佐
藤
ラ
ジ
オ
商
会
で

一

－ー

ら
″
を
植
え
た
が
十
日
も
た
た
な
い
う

ち
に
殆
ん
ど
折
ら
れ
て
し
ま
っ
た
例
が

あ
り
今
阿
も
四
十
三
本
の
う
ち
既
に
三

’一

’
一一

健
全
な
噸
と
蹄
り
を
普
及
す
る
の
も
よ

光
穴
伝
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
り
ま
す
が
、

グ

ハノ
｡

ろ
の
で
は
な
い
か
と
心
配
で
な
り
ま
せ

も
う
晦
代
の
逓
う
こ
と
は
申
す
ま
で
少

な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

◇
ウ
ワ
サ
に
よ
れ
ば
喜
良
市
部
落
で

町
の
鰐
径
運
動
を
し
て
い
る
と
の
こ

で
す
が
、
私
は
私
達
の
毎
日
に
、
幸

お
任
せ
し
て
お
け
と
い
う
歸
代
と
は
、

◇
政
治
は
政
治
家
に
、
犯
人
は
磐
察
に

を
与
え
て
く
れ
る
『
憩
い
の
塚
』
の

関
心
を
持
つ
と
と
も
に
、
町
を
よ
り

る
わ
が
町
の
進
歩
発
展
に
つ
い
て
更
に

く
す
る
た
め
の
建
駿
方
法
を
、
み
ん

で
真
剣
に
考
え
て
よ
い
時
極
に
菫
つ

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

私
は
私
達
の
毎
日
に
、
幸
い

｜
I

（
金
木
ｕ
ｏ
Ｆ
生
）

名

分あ とよて な 七〕

一

十
九
脚
か
愚
獅
わ
れ
て
い
る
が
、
今
鍾
蕊
窯
騨
戟
旬
か
ら
。

の
円
秘
は
次
の
通
り
。

（
毎
日
午
後
一
”
’
一
一
蒔
）
の
校
旗
寄
醗
の
こ
と
に
つ
い
て
会
園
の

川
倉
小
挙
校
十
二
〃
一
日
一
皆
雛
の
と
こ
ろ
へ
係
風
が
お
伺
い
す
る
一

再
良
市
小
醗
核
十
二
Ｈ
三
且

こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
御
協
力
願
い

一
輕
職
賊
縦
聯
手
陛
蛎

嘉
淑
小
学
松
十
二
月
五
日

金
木
小
学
校
十
二
月
七
日

率
務
上
の
手
述
い
か
い
通
知
も
れ
が
あ

る
か
も
知
れ
な
い
の
で
、
そ
の
方
も
そ
一

蕊
熱

れ
ぞ
れ
の
学
校
で
械
査
を
瞬
け
る
よ
う

に
す
る
こ
と
。

な
お
教
育
雀
風
会
や
役
勘
当
届
の
名
癒

一
に
職
っ
て
い
な
い
お
子
封
ご
伽
も
例
年
あ
－
，
０
Ｆ
』
隊
〆
‐
め
い
Ｕ
タ
心
晶
。
ｏ
ｒ
旧
聖
声
‐
、
●
凸
町
名
叩
酔
８
９
冊
Ｊ
、
Ｕ
ノ
。
■
１
心
通
り
柵
一
切
一
ヴ
ニ

と坐
蛯
辮
眺
鮎
綿
岬
で
す
一

》
蜘
術
繩
隙
繩
銚
認
一

い
ま
す
の
で
、
何
分
と
も
よ
ろ
し
く
お
ま
で
）
、
喜
良
市
物
産
共
進
会
授
与
式灘

願
い
し
彦
寺
堂
と
謡
っ
て
い
た
。

華
す
”
共
募
に
協
力
を

割
当
蓮
成
は
士
一
月
中
に
一
会

つ
の
で
、
一
Ｒ
も
早
く
手
緬
き
す
る
こ

本
年
度
の
国
罠
た
す
け
あ
盤
筒
募
金

運
動
は
．
十
月
一
日
か
ら
全
国
一
齊
に

行
わ
れ
た
が
、
当
町
の
鋤
合
は
、
ち
よ

係
で
、
完
納
涛
期
を
延
ば
し
た
き
た
が

う
ど
稲
刈
り
に
入
る
な
ど
、
行
那
の
関

枡
て
宗
刑
隈
堀
を
麺
は
し
た
き
た
力
↑
旧
ｆ
＃
ず
側
即
同
↑
｜
＃
１

町
当
局
で
は
年
内
に
は
劉
当
向
擦
を
途

会
、
蝿
通
観
合
会
議

成
し
た
い
の
で
、
町
興
の
柵
協
力
を
要
十
五
郡
町
村
会
十
一
月
例
会

こ
の
募
金
方
法
は
自
治
振
興
会
、
婦
人
一
内
計
鮨
齢
繍
蝿
雷
会
、

望
し
て
い
る
。

を
得
て
、
勧
碁
協
力
委
風
な
委
唖
し
、
一
務
打
合
会

ま
た
商
、
中
学
生
の
手
に
よ
っ
て
基
ら
一
二
十
二
曰

れ
て
い
る
。

一
二
十
三
日

会
、
母
の
会
、
母
親
ク
ラ
ブ
等
の
協
力
一
十
九
日
三
十
一
年
度
工
業
鯛
査

当
町
の
醗
当
額
は
次

金
木

を
望
ん
で
い
る
。
１
．
１
１
Ｉ

嘉
瀬
四
二
、
三
九
六
円
一
二
十
五
日
金
木
展
協
露
三
画
臨
一

嘉
良
市
三
一
、
三
二
円
一
総
会
、
音
楽
敦
育
研
究
会
塞
一
面
発
一

一
勝
羅
川
罷
§
水
の

計
一
六
四
、
七
五
四
円

《
あ
し
あ
と
憎
一
蜻
鄙
日
謁
鯛
繩
睦
渉

ロ
ー
『
０
。

●
い
①
凸
●
■
ザ
。
■
Ｐ
Ｇ
。
Ｇ
■
『
■
■
奄
釦

一
日
彌
生
会
役
国
会
、
消
防
団

統
合
打
合
会｜

I
1

凸

の
通
り

九
：
三
七
門
一
燕
鼈
篭
鷺
習
鱗
修

○
蹄
繊
一
金
鰕
瀦
鯛
蠅
擁
が
篭
内

１
１

一

一一 ｌ
Ｖ
の
〃
シ
画
二
Ｉ
Ｉ
Ｄ
Ｉ
Ｉ
グ
ロ
君
苛
み
Ｊ
Ｉ
Ｆ
汀
８
画
ｊ
‘
Ｉ
仁
一
万
曲
〃

し
て
下
さ
い
。

（
畦
こ
の
注
射
は
二
週
剛
の
間
隔
で

三
Ｍ
実
施
す
る
。

二
曰
川
倉
小
学
校
鰯
四
Ｍ
科
学

腿
、
新
隆
山
漁
村
建
殻
総
合
対
錐
、
露

一
阿
ひ
ぱ
手
創
柾
細
韓
按
大
会

三
日
金
木
町
秋
ま
つ
り
（
五
日

十
日

内
核
長
会

十
二
曰

十
三
日

十
四
日

保
育
所
率
務
打
合
会
、
町

隠
生
霊
域
推
せ
ん
委
微

教
喬
雲
風
会
定
例
会

総
務
展
朴
商
工
縦
帳
委

第
十
一
向
臨
時
町
議

嘉
良
市
小
学
祇
学
表


